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中之条町は、恵、まれた臼然環境のもとで、輝かしい文化を育み、吾妻郡の中心地として栄えて

いる町です。近年では附越臼'fVJifo道が開通した乙ともあ って、中之条でも交通の便の高速化が図

られるようになってきました。

ζ乙1<:報告いたしますのは、土地区両整理等都市開発事業の進むなかで.昭和61年度lζ実施し

ました町道工事iζ伴う緊急発掘調査 「下平遺跡」の概要であります。

本調査によ って、縄文時代・古噴時代 ・平安時代等の11重な資料を得ることができました。こ

れらの考古資料は‘中之条町の原始・古代を解明していく上で.i'J:illな資料となると思われます。

発掘調査にあたり ご指導をいただきました県教育委員会文化財保護課、ならびにζ 協力をい

ただきました関係各位IL深く感謝申しあげ、本報告書が、多方商の方々に活用されることを念じ

序文といたします。

昭和62年 3月

例 言

中之条町教育委員会

教育長 一 場 秀 司

目 次

i 本書は.中之条町の赤坂地区と平地区を結ぶ町道的 序

場線(的場橋)橋梁及び新道建設工事IL伴う埋蔵文化 例 言

財調査の報告書である。

2 発掘調査は.中之条町教育委員会が群馬県教育委員

会の指導を受けて実施した 。

3 発掘調査の要項は‘次のとおりである 。

調査担当 巾 降之群馬県教育委員会文化財保護課

洞口正史 向 上

福田義治 中之条町歴史民俗資料館

4 本書の執筆分但は次のとおりである。

1-町、 IV- I-5 福田、IV-I '7、V 巾

なおlV-6については悔沢重昭県文化財保護課長に玉

稿をいただいた o

5 本書の編集、校正は巾 ・福田が行った。

6 発掘調査および本書の作成にあたり.下記の方々よ

り御指導 ・御協力を得た。記して感謝の意を表したい。

新井嘉男 飯島克巳 石井克巳 井原利一

岩田芳明 原田恒?J 本間泉 丸山公夫
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I 調査に至る経過

中之条町では、昭和61年6月-64年3月までの予定で、一般県道大道横尾線と国道 145号線と

を結ぶ(赤坂地区と平地区とを結ぶ〕町道的場線の橋梁及び新道建設工事を行うことになった。

平地区は古噴群として知られており、中之条町教育委員会では、群馬県教育委員会文化財保護諜

の指導を受けて、昭干[陪1年4月12日及び5月16自に平地区の道路工事予定地について、分布調査

を行った。

乙の結巣、縄文~古繍時代の遺物の散布と古積一基(名久田村第9号古漬)が存在する ζ とが

明らかになった。そ乙で町教育委員会及び県教育委員会は、町土木課と協議L.発掘調査を実施

することに決定し、県教育委員会文化財保護課巾隆之専門員と洞口正史主事が発掘担当者として

派遣される乙とになった。

また、本遺跡の名称については.工事予定地(約 5卿ば)の%を占める中之条町大字平字下平

の小字名を採用し、下平遺跡とした。

II 遺跡の位置と環境

中之条町は、吾妻郡の北東部1<:位置し.北は利恨郡新治村と新潟県南魚沼郡湯沢町、東は高山

村、北群馬郡小野上村、南は吾妻川を境に東村、吾妻町、西は六合村と媛する。中央部を四万川

が南流し、東部を南流する名久田川とともに南境を流れる吾妻川に注ぐ。東部の一部、北部から

西部にかけて山地が述なり 、とくに北西部は三国三脈1<:続く山地で、赤沢山 (1454m)、稲包山

(1597m)に向けて日∞mの山嶺が続く。西部は木の線宿尾線付近から 170ωη級の山地が連なり

六合村との境の暮坂峠 (1060m)にかけてしだいに低くなり、南縁の吾嬬山 (1181m)、薬師岳

(974m ) へと中之条盆地をとり囲むかたちで続く。平担地はおもに、各河川流場lζ発達した河

岸段丘面上で‘住居 ・良耕等の生活面になっている。

本遺跡の所在地は.中之条町大字平字下平 2043 ・ 2044-1 ・ 2057-2059 ・ 207~H ・ 2078-3番地で

市街地より北東約 5岡、国道 145号線沿いの北側にある。地形は、名久凹川左岸1<:発達する河岸

段立面上で、周辺は畑地となっている。

本遺跡の周辺1<:は‘ 「群潟県遺跡台帳西毛編目」をみてもわかるように、多くの遺跡が存在す

る。昭和57年 2月に発痴調査を行った名久田村第8号古慣をはじめとする平地区周辺の古地群111

乙れと近接すると ζろには、町指定の「樋塚古墳J121等がみられる。また、平地区の北東に位自立

する大塚地区は、昭和59年IC発掘調査が実砲された131五十嵐遺跡(平安時代の住居跡を中心とす

る)や昭如60年に調査された141j盲割遺跡、それに151諏訪遺跡等があり、総称して大塚遺跡群と呼

ばれる。平地区の東側iζは、 161寄居原遺跡、名久凶川対岸の山あいには171奥山原遺跡がある。

乙の他では、弥生時代は、中之条町営プーノレ脇の181法満寺遺跡、中之条駅周辺の191伊努町遺跡

が知られるの古噴時代は、集落跡と恩われる日目長久保遺跡、ω名久田中学校遺跡 目司法満寺土師
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第l図 F平遺跡とその周辺(1/50000)

遺跡等がある。昭和57年 ICは、手安時代窯跡のU~天代瓦:理遺跡が発掘調査されている。

以上は‘中之条町の主要な遺跡であるが、中之条町腰史民俗資料館専門口の新J~il男氏の教示 1 1:

よれば、平地区だけでも.上記の他lζ‘寵林・下尻高 ・鍛治貝戸 ・二日市 ・樋塚等で縄文から平

安までの土器片が採集できるという。乙の乙とからもわかるように.中之条町ICは、かなり多く

の遺跡が存在していると予想される。 (第 l凶)
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第 2関 F宇治跡の地形と発銅区域

III 調査の経過

発銅調査を実施するに際し、表土剥さについては‘調代即l聞を短縮するため重機を使用し、，1I~

fi範開は、 1320m'の区域1<::沿って 4m四方のタリ yドを設定した。各グリッドの呼称、は、南京附

を基点とし、経線をアノレファベットで、緯線を算用数字で表した。

調査は.昭和61年 5月26日から昭相61il'9月11lclまで実施され道路予定地内部分1<::ついて全

面発痴を行った。ただし‘ 17号住居跡については、本遺跡のメインともいえ、遺構の舗道や出土
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遺物の極額についても知りた

いことから、発掘区域外の調

査についても実施した。

以下、現場調査の経過を迫

ってみたい。

5月26日 表土除去を開始。

泡構lirlド認閣始。

29日 グリッド ・ポイン

卜の設定開始

31日 住居跡のプランの

検出

6月2日 表土除去作業 ・迫

精確認終了。

グリッド ・ポイン

ト設定終了。

I号住居跡調査開

始。

6月3日 2号 ・3号住居跡

調査開始

5日 5号住居跡調査開

始。

9日 l号住居跡調査終

了。

12日 4号住居跡調査開

始。

16日 9号 ・10号住居跡

調査開始。

18日 11号住居跡調査開

始。

21日 i号 ・2号 ・3号

掘立住居跡調査開

始。

25日 3号住居跡調査終

了。
B 

第 3凶 下平遺跡遺稿全体図
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6月26日 12号住居跡調査開始。 7月26日 15号 ・16号住居跡及び集石 ・埋

7月2日 14号住居跡調査開始。 ガメ調査終了。

6日 5号 ・9号 ・10号住居跡及び l 8月111ヨ 名久田村9号古境及び8号住居

跡調査開始。号樹立住居跡調査終了。小鍛治

・7号住居跡調査開始。 B月14日 17号住居跡調査開始。

7月9日 小鍛治調査終了 9月10日 8号 ・17号住居跡調査終了。

7月12日 2号 ・12号住居跡調査終了。 9月II日 古境の調査を終了しすべての調

15号住居跡調査開始。

7月15日 7号 ・II号 ・14号住居跡及び2

号 -3号掘立住居跡調査終了。

7月18日 4号住居跡調査終了。

集石及び埋ガメ調査開始。

7月19日 16号住居跡調査開始。

W 遺構と遺物

1 住 居跡

1号住居跡 (第 4図)

遺跡の西端部のD-8グリッドにあるが、上部が耕作に

より削平されているため保存状態は悪い。長紬は東西方

向で 3.46m.短軸は南北方向で3.0問を測る。床面も状

態が懇く‘竃周辺及び南東付近でわずかに聞い商が認め

られるのみで、全体K凹凸がめだっ。

継は'*壁の中央部付近K位置しているが.上部の円IJ、l'

kよりわずかに痕跡を残すのみであり.形態等は不明で

ある。

柱穴は.北東隅と、北壁西側から検出されたが.住居

跡 IC伴うものではなし」貯蔵穴は南東照で竃の南側で

検出された。筏40師、深さ30叩の円形を呈するが、内部

から溜物は出土していない。

住居跡から出土した遺物は 2個体である。貯厳穴胤辺

の床面で底部を欠く裂がほぼ l個体散乱していた。現高

33.0四.口縁部径 20.3四を測る。また、北京隣から杯の

完型品が出土した。器高4.5冊、口径 J2.5四を出'1る。

所見 本住居跡は古墳時代鬼高式の時期lζ比定できる。
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2号住居跡 (第 6図)

il'l跡地のほぼ中央部、 E・6-7グリァドにある。ほぼ正方形を呈L、 l辺が 4.75mをlll'Jる。住

居跡壁下の再mを除いて幅20冊程の周溝がまわる。また、約20四程の貼床を施している。

官は束壁のやや南側K位置する。粘土により両袖を作り出しており、袖上部の本体寄りの部分

Kは河原石がつけられている。本来は石組み竃であったものであろう。柱穴は 6本検出された。

南東の住穴は貯蔵穴Kより東側1<:位置しているが、本来的には 4本柱であったと思われる。貯蔵

穴は南東附にあり 、1.I m X 0.6問、深さ 40.0四の長楠円形を呈する。

遺物は、住居跡内から破片の状態で散乱して出土した。

所見 本住居跡は遺物が少ないため不明であるが.平安時代国分式の時期と考えられる。

2号住居跡全景

L=385.7m 
o O.5m 

i:=工己ニニゴ 2号住居跡カマド

第5図 2号住居跡力マド
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2号住居跡遺物出土状態 2号住居跡出土遺物
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3号住居跡 (第 7図)

遺跡地中央の‘E'5-6、F'5-6タリッドにある。正方形IC近い形状をしており 、やや東西

方向が長い、 4.2mx4.6mを測る。全体的に耕作のため上部が削平されており、壁高も低

く残存状態も悪い。

喧は東壁の中央部から検出できたが残存状態が悲しわずかIC焼土を検出しただけであった。

ピ y卜は13本検出したが すべて浅いものであり住居跡le伴ったものとして認定できるものでは

ない。附強穴は南東隅から検出した。o.gm x 0.6m 、深さ 0.32mの楕円形を呈するが、遺物の

出土はない。

遺物は少なく、 j陛下IC近いととろから杯が出土したの

みである。扱片で口縁部推定 12.0冊、器高4.5四を揖.IJる。

その他、細長い河原礁が土器と共lζ数個出土している。

所見 出土造物が少ないため所属時期がは っきりしない

が、出土土器等から推測すると、古境時代後期鬼高式の時

期と考えられる。
3号住居跡出土遺物
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第 7図 3号住居跡
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3号住居跡全長

4号 住居 跡 (第 9図)

遺跡中央部のD-4-5グ 1) 'Yドにあり .北西隅で 2号住居跡と重観する。本住居跡が古い。東

壁と北壁の一部及び南東コーナー付近のほかは検出状況が惑いため、全体の規模 ・形状等で不明

な部分が多い。推定で 4.8m (南北)x 4.6 m (東西)隠と推定される。東壁の竃から北側で幅

25叩程の周溝が確認されたが、他の壁下では検出できなかった。

竃は東壁の南側にある。粘土で作られた両袖を加工した砂岩で補強しており .中央部iζは自然

礁の支脚が l個立っている。ピットは 4本検出したが、本住居跡K伴ったものとは思えない。貯

蔵穴は発見されていない。

遺物は、土器が竃から住居跡南東隅ILかけて出土した。箆は 2個体あり いずれもロ縁部が小

さく外反し、いわゆるコの字口縁を呈するもので

あるが、その幅は短かL、。羽釜は口径 23.0冊の大

型のものであるが完型ではな L、。坪は灯明血状の

もので底面は糸切痕を残している。高台杯は破片

でやはり糸切痕を残している。また、北東にある

ピッ卜付近から鉄製の万子が3本まとまって出土

している。

所見本住居跡は.遺物等から平安時代国分式

の時期IL比定される。

11-

4号住居跡鉄器出土状態
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第 8図 4号住居跡力 7 ド
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4号住居跡全景

4号住居跡カマ ド
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4号住居跡出土遺物11
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4号住居跡出土遺物121

5号住居跡 (第 10図)

遺跡中央部のF・3グリッドにある。 7号住居跡と重複するが、本住居跡が新しい。東壁及び北

壁は確認できたが、他辺は不明である。推定で 6.6m(東西) x 6.2 m (南北)を測る。床面は

約10叩程の貼床をもっ。

寵は東壁中央部にあるが、銭存状態が悪いため詳細は不明である。ピットは12本発見されたが

住穴と考えられるものはない。

遺物は北側1<:集中して検出されたが、ほとんどが破片であった。壷 ・護 ・採 ・域i等が出土して

いる。

所見本住居跡は古墳時代後期鬼高式の時期lζ比定される。

5号住居跡全景
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5号住居跡出土遺物21

7号住居跡 (第 11図)

遺跡東側のG.4-5グリッドにあり 、約半分は路線外K延びている。東西で 5.1mを測る。 10

-30四程の貼床をもっ。

電は東壁中央部にある。区域外と接し、黒色土中K造られており .焼土の検出もわずかであっ

たため、その内容は不明である。ピ y トは現状で 3本検出されたが往穴ではな P o 貯蔵穴は南東

隅Kあり、 75冊 x25閣の長方形で遺物は出土していない。

遭物は貯蔵穴付近から出土しており 、登と崎がある。

所見本住居跡は古墳時代後期鬼高式の時期lζ比定される。

7号住居跡全景
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7号住居跡出土遺物

8号住居 跡 (第 13図)

遺跡南側のD・4-5グリッドにある。南北で 6.6mを祖11るが、西側が路線外となるため東西は

不明である。部分的に貼床となっており 、侶り方の面で士側犬の落ち込みが数か所検出された。

竃は東壁の中央部にある。袖部は地山を削り込んで造り出しているため、竃を中心にして壁の

一17ー



作りに差がでる形となっている。

i宜物は少なく、わずかに南東隅から裂の胴部舷片が一括で出土したのみであった。

所見遺物がないため、住居跡の構築時期は不明である。

第12図 8号住居跡カマド

o L=385.6m O.5m 

b::o:ct二=ゴ

一18ー

8号住居跡カマド

8号住居跡出土遺物
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第13図 8号住居跡

-19-



9号住居跡(第 14図)

遺跡*曲IJのH-[・1グリ γ ドにある。北側は路線外へ延びるため不明であるが、東西は 6.8m

を祖IJる。貼床を20c寵もつ。

官は現状の中では発見されていない。東壁の路線外にあるものと恩われる。ピットは 9本検出

されているが、柱穴となるかは不明である。

遺物は比較的多く出土した。椀 ・塑 ・室等の土探を中心としているが、そのほかに鉄製品が多

量に出土した。帯金具 ・鉄鉱・刀子 ・紡垂車 ・釘状鉄器なと27点を数える。

所見 本住居跡は古噴時代後期鬼高式の構築であるが、鉄器の多いことや帯金具がセットで出

土しているなどで他の住居跡とは異にしている。特殊な条件を備えているものかもしれない。

9号住居跡全景

遺物出土状態 出土遺物

-20ー



開。。

σG 
o@ 

0 

出土遺物

第 14図 9号住居跡

1 0号住居跡 (第 15図)

?L=386.9m?m  

遺跡の東端のH-い0グリッドIとある。9号住居跡と重複しており、本住居跡が新らしい。住

居跡の鋼り込みが黒色土中であり、調査する段階で直接床面が露出した状況であった。セクユノョ

ン図と床面で判断し.精査したと乙ろ、北壁と西壁の一部を検出する ζ とができた。

竃・柱穴等の施設及び遺物等は検出していない。

所見 遣併の状況が不明瞭であり、遺物等が出土しなかったため.住居跡の構築時期は不明で

ある。

-21ー



10号住

第16図

/ 

一、、 9号住

、

~ 

10号住居跡

11号住居跡全景

L=386.9m 

。
d 

¥1 

「一一一一一-
2m 

11号住居跡

1 1号住居跡(第 16図)

L=386.1m 

遺跡南側のc・0グリ y ドにある。道路iζより約半分

程の検出IL留ま った。規模は、南北方向が不明である

が.東西方向で 3.7mを測る。

電は、東壁のふくらむ部分11:焼土がわずかながら散

布しており、その付近につくものと考えられるが不明

である。住穴 ・貯蔵穴等は検出されていない。

遺物は、小破片がわずかながら出土しただけである。

所見 遺物等が出土しなかったため.住居跡の構築

時期は不明である。

-22 



1 2号 住居跡 (第 17図)

泡跡西側のE-F・8-9グリ y ドにある。住居跡中央部を満IC切られているほか、li!¥倒木ピ γ

ト等の撹乱を受けているため、遺存状態が思い。壁も東援はしっかりしているものの.ほかは不

明の状態である。推定で東西 6.5mx南Jt5.4 mを測る。

継は東壁北寄りの部分にあり 両袖とも検出 されたが遺存状態 l;t.'~\い 。 貯誠穴は北東隅にあり.

0.9 mx O.55mの長方形を呈しているが、遺物の出土はなL、。ピァ卜は11本験出したが住穴と考

えられるものはない。

遺物はがの破片が 3個体出土したのみで .集中してみつかつてはL、ない。

所見本住居跡は、遺物から古1J't時代後期鬼高式の時期に比定できる。

12号住居跡全景

12号住居跡出土遺物

-23-



D 

O 

。
J シ/ヤ。

、。
O O 

o (Q> 
。

8 

。
』

L~385. 6m 2m 

第17図 12号住居跡

1 4号住居跡(第 18図)

遺跡の北西G・10-12グリッドにある。東側は路線外IC

延びるため不明であり 、南北関で 6.7mを測る。

簡は検出されていない。ピ y トは現状で 3本あり、と

もに柱穴になるものと考えられる。

遺物は少なく、写真の拡が代表的なものである。ほか

は小破片が検出されているのみである。

所見遺物が少ないためはっきりしないが、古境時代

後期鬼高式のものと考えられる。 14号住居跡出土遺物

-24ー
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14号住居跡全景

1 5号住居跡 (第 19図)

遺跡中央部のE-G'6-7グリッドで検出した住居跡で、当初 l軒という判断で調査を行っ

た。と乙ろが、出土するi郡明11:縄文時代前期と中期カ混在している乙とや、下部の調査の結果、内側で周

溝がまわり.その周溝を切って炉跡が構築されている乙とが判明し、 2軒の住居跡が重複してい

るものと判断された。内側の周溝が回る住居跡を15A号、外側11:立ち上がる住居跡を15B号とし

て調査を行った。

15 A号住居跡

南北で6.5m 東西で 5mを測り、卵形を呈する住居跡で、幅15仰の周溝が全周する。

炉跡11:伴う焼土は検出されていなし、。乙れは、本住居跡の廃棄後15B号住居跡かすっぽりと覆う

形で重複しており、その際床面を削りとった乙とが想像でき.削減したのではないかと考えられ

る。住穴は P1 から P8までが想定できる。

本住居跡に伴う遺物は出土していない。住居跡中央部には大量の遺物が出土している。前期と

中期の土器が混在している状況であるが、外部から流れ込んだものであり、本住居跡IL伴うもの

ではない。

所見 本住居跡の構築時期は、住居跡IL伴う炉跡をはじめとする遺構がないことや床面上か

ら遺物が出土しないことなどから‘ 15B号住居跡より古いととだけが判明しているだけで、明確

にはできない。

1 5 B号住居跡

南北で 10.5m 東西は北側で6.2問、南側で 4.6mを測る。卵形であるが 北側から南側に向

-26ー



けてすぼまる*~となる。北西部の一部は風倒木痕 1<: より般域されており検出できなかったものの

全体は大方抱強する乙とができた。周溝は一部途切れるものの、幅20四でほぼ全周している。

炉跡は、*西悶の中央で.やや北側K寄ったと乙ろKある。1.2 m x 0.8 mの長方形を呈する

掘り方をもち.石固い等の施設は設けていない。 15A号住居跡の周溝を切っているが、炉内の北

側KI;t、乙の炉を切ってピットが作られている 。炉内のやや南寄りの部分1<:土器を埋設しているロ

上半部を欠く担で、径 14.5四を測る。焼土は乙の埋設土器を中心にして存在しており.炉外北西

部K薄く焼土が分布している。別の炉跡とは考えられず、炉から焼土及び灰をかき出したものと

考えられる。住穴は壁K近い P10-21が想、定できる。 P16とP17<V/湖 lζ更に l本存在していたもの

と怨定できるが、撹乱のため検出していない。更に中央部の P22とpgも住居跡中央部の住穴と

考えられる。また、P10は、中紬線1<:乗る ζ とや、その部分で周溝部が途切れる ζ となどから.

出入口部の補助的な住穴であった乙とが想定できる。

遺物は、炉跡K埋設されていた土器を除くとほとんとが破片で出土した。写真の 2個体が.か

ろうじて復元できたにすぎない。3個体とも燃糸文を地文1<:もつ型形土器で、同ーの時期に比定

できるものである。

所見住居跡は南北間で 6mを越える大型の住居跡である。柱穴も周囲だけでなく ‘中央部分

Kも設定されている。しっかりした構造をもつものである。構築時期は、炉跡の埋設土器や住居

跡内の出土土器等から、縄文中期加曽利E1式の古い部分K想定できる。

15号住居跡全景

-27-
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15号住居跡遺物出土状態

15号住居跡遺物出土状惣11

Fi.ぶ理費置

七回J3

or--

軍 宇t1

15号住居跡炉跡全景

15号住居跡遺物出土状鰍21

15号住居跡炉跡埋裂

ハuつ白



。L=385.6mO.5m 

第20図 15日号住居跡炉跡 』工=二ゴ

15号住居跡出土遺物

.... ~ 

15日号住居跡炉跡内埋墾

15号住居跡出土遺物(石器)
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1 6号住居跡 (第 21図)

15号住居跡北西部のG・8-9グリッドにある。直径約 6m程の円形を呈する。住居跡の西側は

新しい滑によって切られ.同様K南東部分を風倒木証互により破横されている。壁下には幅20冊践

の周溝が全周する。床面はローム層で全体的ILよく締っており問いの

炉跡は、住居跡の中央部からやや北側IC位也している。 1.2mx 0.55mの長方形で、周聞を凝

灰岩の書'1石(長さ10-20四)で閣んでいる。南辺は一部石がなくなっている部分があり、炉跡の

中と周囲 IC散乱している。炉跡内は黒褐色土で埋っており、焼土は検出できなかった。また埋設

土器もない。

柱穴は、一部風倒木で不明な部分があるため. 5本の検出IL留まっている。本来は風倒木痕の

中lζl本あり、合計6本になるものと思われる。

遺物は少なく、土器は破片の状態で15片程出土したのみである。石器は打製石斧 2点.凹石 l

点、蜂の巣石 l点が出土した。

所見 出土遺物が少ないため時期の断定は難かしいが、住居内から出土する土器から縄文中期

加曽利 EI式IL比定できる。 158号住居跡IC比べるとやや新らしい時期のものと考えられる。周

辺ICは同時期のi宣構が検出されていないことからも妥当性のあるものと思われる。

16号住居跡全長

-31ー
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16号住居跡出土遺物
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第22図 16号住居跡炉跡

1 7号住居跡 (第 23図)

遺跡の南西C-E・1-3グリッド

にあり‘直径 9.5m程の不義隅丸方形

を呈する。約 1m程掘込まれて作られ

ている。周囲を数基の土境によ って切

られている。周溝は、北側が壁下を巡

っているものの、 {也墜については.40 

冊程離れている。特Iζ南側は、その周

溝と壁下までがテラス状IL高くなって

いる。セクションの所見では、上部の

堆積上lζ変化はないものの、周溝部分

で内側に切り込まれている。重複ない

しは建て替えを行っている可能性があ

る。炉跡は住居跡内IL焼土が 3カ所

検出されているものの、明確に断定で

きるものではない。焼土も各々薄い。

柱穴は、住居跡の PIから P9まで

が主住穴と考えられるほか、同溝中IL

も20本ほどの小さな住穴がみられる。

遺物は住居跡内から多量K出土した。特IL中央部分IL集中している。壁下は床面までほとんど

出土していない ζとから、いわゆる吹上パターンを示す出土状態といえる。特IL北東部と南側か

ら投げ込まれた状態がみられる。遺物は莫大な盈IL達しているため.すべて務理を完了していな

い。 ζ 乙では代表的な遺物を写真で紹介したいの

文様の織成により 5傾IL分類できる。

1 )浮線文で文綴梅成をとるもの(1-5) 1;2対4個の波状口縁をもっ大型のキャリパー

形深鉢土器で体高 6日Ocm、口縁径 50.0冊、 f最大幅 55.0冊、底径 18.0聞を計る。地文は縄文でロ縁

部から頭部にかけて平行する浮線文と、波状部IL円形の浮線文をまわす。胴部は平行した浮線文

を等間隔で走らせ、部分的IL浮線文同士を縦ILつないでいる。 2 と同様の文織をもっキャリ

パー形の深鉢である。3 口縁部が欠出しているが、地文iζ縄文をもち数条の平行する浮線文を

間隔をあけて施し、半月形の文様を浮線文で作り出している。 4・5は3と同じ文様繕成をとっ

ている。

2)竹管文で文様を僧成するもの (6) 写真で示す乙とができたのは 6の l個体だけであり、

全出土総数IL占める割合は少ない。口縁部が開く鉢形土器で、薄手の仕上がりである。平行する

沈線の聞に半戦竹管を連続的1<:施文している。

-33 



3)平行沈線で文械を楠成するもの(7-10) 7;波状のキャリバー状ロ縁をもっ深鉢で、口

縁部IL平行沈線及び波状の沈線を施している。頭部以下は櫛走する平行沈線の聞を波状の沈線が

走る。 8;1同部以下の土器で口縁部は欠li1している。地文は縄文で.上部に平行沈線.下部は純

文だけの施文である。

4)浅鉢形土器 Ol:lZ)Z個体の復元ができた。特ICllは 住居跡中央部の床面lζ密着して出

土したものである。口縁IC1't通する孔が巡らされ無文である。両個体とも丹が純されている。

5)縄文だけの土器Cl3: 14)単純に縄文を施しただけの土器であり、出土の割合は多L、が 地

文に縄文を施す土器があるため.全体の割合は不明である。

石器 石山・蜂の巣石・磨石・凹石 ・石鉱 ・ドリノレ ・石匙 ・横刃状石器(スクレイパー).tmi百

斧(トラン γ ュ形も含む)・蜘肘石器など、多fllでかつ多械性IC'Mんでいる。

所見本住居跡は、縄文前期諸磯B式の時期IL比定できる。本遺跡での土器の出土はこの諸機

式が圧倒的に多いものの、は っきりした遺稿は乙の住居跡 l軒のみであった。当該期の本体はや

はり東側の台地上IL展開するものと考えられる。規模が大きく、周溝などのあり方から重複ある

いは建て替えられたものと考えられるが、乙乙では一応外回りの住居跡を内部の周溝を回す住居

跡K立て替えたものと思解しておきたい。

17号住居跡全景
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17号住居跡出土遺例21
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2 掘立柱建築 遺 徳

1号館立柱建物 (第 24図)

遺跡東側の F-H・1グリッドにある。桁行31:¥1 (6.7 4 m)架行2間(3.8 m)のほぼ整った

長方形を呈する。

住穴の配置は直線的であるが、住穴間の寸法やその深さは必ずしも一定しているわけではない。

また、どの住穴からも柱受けと思われる石や遺物は験出されなかった。

北西住穴は、 5号住居跡の南東柱穴と重値している。また本編立柱建物に伴う遺物も発見され

ていない。

所見、遺物がないため、住居跡の権築時期は不明である。

1号招立柱建築遺構全景

2号掘立柱建物(第 25図)

遺跡東側の E-F'Oグリ y ドI[ある。本掘立住建物は、西側の三本の住穴が発見されたのみで

ある。他の住穴ILついては、未発掘区域内に存在することが予想される。柱穴聞の寸法は各1.5

mである。柱穴の深さは必ずしも一定しておらず、またとの柱穴からも柱受けと思われる石や遺

物は検出されなかった。

本編立住建物IL伴う遺物は発見されていないため、本掘建柱建物の遺構の性格については明ら

かにすることはできない。
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第25図 2号鋪立柱建物

3号鋸立柱建物 (第 26図)

遺跡東側のC-D'O-1グリッドILある。

本掘立柱建物は六本の柱穴が発見されているが、他の柱穴については、未発掘地域内IC存在す

るものと恩われる。住穴の深さはほぼ一定しているが、西側の二本の住穴が土墳状遺構と重複しし

ている。

また、どの柱穴からも柱受けと思われる右や遺物は検出されていなし、。掘立住建物IC伴う遺物

も発見されていない。

3号婦立全長
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第26図 3号樹立住建物

3 小鍛i古跡 (第 27図)

本小鍛治跡は、 C-j3グ1)"J ド内に存在する。長軸で 1.0 7 m、短納で 0.45mで、長楕円形

を呈し深さ 24 cm (使用面)を計る。確認面から掘り方までは 48 cmである。

覆土は、鉄分を多く含む黒褐色土を基調としており、鉄棒、鉄片(チップ)等が多鼠に出土し

ている。

現代溝による撹乱を受けており、遺構の競り具合はたいへん'岳く、両袖、煙道、焚口等は検出

されなかった。
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第27図小鍛治跡

4 埋聾 (第 2自図)

小鍛治跡全長

遺跡中央やや西側の E.j0グリ y ドにあり、単独で存在する。

埋設されていた土援の残り具合は極めて懇く、口縁部も底部も見つかっておらず、胴体部がわ

ずかに検出された程度である。

所見、造物からみて、縄文前期の埋裂と恩われる。

。¥-
一
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第28図埋鐙出土状態

5. 土 i贋

埋費出土土日告

土境は調査区全域に散在していた。これらのうち、 ζ 乙では代表的なもの 13基11:ついて、執

筆する。

l号、2号土績は、遺跡中央のF・j0グリッ ドK存在し、 3号、 4号土墳は、それぞれ遺跡や

や東側の E.4グリッド、 F・4グリ ッド11:存在する。 1号、 2号、 3号、 4号土壌は、すべて浅間

B軽石を覆土としているととから、 中世以後の土績と考えられる。またと'の土績からも、出土遺

物は検出されていない。

5号土績は、 9号住居跡を切り込んで存在する。出土遺物はなく、時期は不明である。 7号土
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機は、 1 5号住居跡の東側に存在する。遺物の出土はない。 Sq土績は、 3号住居跡と 7号居跡

1<:挟まれるように存在している。長径 2.4m、短径 2.3mという大きな士墳となっている。出土

造物は、縄文土;m片が数点発見されている。覆土は、黒褐色土を話調としている。 9号土績は、

3号住居跡と 5号住居跡との聞に存在する。造物は出土していない。 10号土壌は、 1 0号住居

跡の直下1<:存在する。遺物は出土していない。

1 1号土墳は、遺跡最西端の 11 4グリッドにあり、半分が発

銅区域外に存在する。中から古墳時代鬼向式の甑が出土した。

1 4号土壌 ・15号土壌は、 17号住居跡と重復する。住居跡

との前後関係及び推積土からみて、土場のJ守が古いと考えられる。

1 9号土績は、名久田村9号積直下の土墳である。出土遺物は

なく、時代は不明である。

士境計測表

名 称 所在グリッド 平面形 主 軸 方 形 長径

D - 1 1'-10 円 形 N-I00 -E 142 

D - 2 l' - 10 円 形 N-2 50 -E  144 

D - 3 E-4 長方形 N-1050 -E 126 

D - 4 l' - 4 不整方形 N-4 50 -E 9 6 

D - 5 H- l 長方)f5 N - 1 2 0 ー E 194 

0-7  1'-13 楠円形 N-5 70 -E 120 

D - 8 G-4 円 形 N-500 -w 240 

D - 9 1'-4 円 形 N-5 50 -E  120 

D-1 0 H- 0 長柄円形 N-600 -E  220 

D-1 1 1 -14 方 形 N-610 -E  7 0 

D-1 4 E- 1 正方形 N - 9・-E 1 4 1 

D-1 5 E-1 1 1 0 

D-19 D-11-12 円 形 N-320 -w 220 

6 古墳

川墳丘(第 31図)

11号土壌出土土器

短径 深 さ 時 期

136 5 8 中世以降

140 6 0 中世以降

7 6 1 2 中世以降

9 4 1 2 中世以降

136 1 4 

9 0 2 3 

230 3 1 

100 5 7 

120 5 6 

8 0 3 3 古邸時代

140 5 8 縄文時代

9 1 2 0 縄文時代

210 8 5 

発掘調査時、噴丘は主体部横穴式石室の辺込部分を残して、完全にjfj峻していた。その範聞は

主軸方向がN→72度→Eを取る長栴円形のプランで、長径 8.7メートノレ、短径 5.4メートルで

あった。そのうち、精築当初からの状態を残し、撹乱が比較的認められない部分は、北東側から

北E刊にかけての部位‘すなわち主体部石室の奥墜と左側(奥壁IL向って)壁の裏込め部分で、他

は、玄室部の側壁峨石の一部や羨道部sIIJ壁まで取り除かれており、撹乱されていた。残存部分の

最高所は、楕円形プランの東北端1<:寄っており、 ζの部分は、主体日1>備穴式石室の奥堕部にあた
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る部位で、標高 385.2メートルである。銭存境丘部の裾部は、東北位(石室後方)で 384.6

メート Jレ、東北位(玄室右側方)で 384.2メートル、西北位(玄室左側方)でも 384.2メ

トJレ、阿南位(荻道前回)で 383.6メートノレであった。地形が西南方向に向って緩傾斜してお

り、噴丘が最も高く見える西南側からも高さ1.2メート Jレで、墳丘はまったく原形をとどめない

までに削平されていた乙とになる。乙の残存部分の頃丘の推積土厨は、径 10-1 5センチ前後

の川原石を含む砂利質の土居で、情築当時は専ら川砂利をもって、石室裏込めを行ったものと推

定され、県内の後期古噴の噴丘構築の普遍的情造の時外にあるものではない。一般的手法として

認められる形状を呈していた。残存部分は、主体部石室の側壁を補強するために充興された裏込

め砂利回の範囲と推定された。

墳丘は、 ζの裏込めの外側を被覆するよう IC積土されたものと推定されるが、噴丘周辺部にお

ける周期の存在も地表面が耕作等ICより削平されており、その痕跡を残していなし、。あえて推定

するとすれば主体部石室の奥壁部付辺が噴丘の中央位を占めるという県内における他例の一般的

傾向からみて、墳丘の直径は 10.0メートル前後ではなかったかと推定される。

(2) 主体部償穴式石室(第 32図)

主体部は、横穴式石室であ 第 l表 名久田村9号墳主体部石室使用石材の計担1]値

る。発錨調査時、すでに天井

石のほとどとは崩落し、玄室内

lζ転洛しているものもあり 、

側壁部も玄室奥壁部と奥半部

の側壁、羨道部分の一部を残

して、他は、根石部分まで取

り除かれており、いちじるし

くm横していた。

石材は、いずれも川原石の

自然石を使附してお り、加工

されたものは認められない、

大小相々な自然石を並べ、重

奥壁綴石

部位

根石第 l石
玄

"第 2石
室

部
"第 3石

"第 4石

iH石第 1;石
羨

第2石
道

部
H 第3石

第4石

天井部第 l石

1.1 5(w)x 08 5(H)x 0.4 5(0) 石材はし、ずれ

左壁部 右壁部 も川原石(鱒

0.65(Wド0.65(H) 0.7(W)x 0.6(H) 石安山岩)

1.1 0{W)x 08(H) 0.8(W)x 08(H) 形状は扇平惰

(欠失) O.剖w)xO.6引H)円青5あるいは

-一一ー (欠失) 不豊臣円形

0.7(W)x O.5(H) (欠失) 羨道部の用材

(欠失) (不明) は概して不箆

0.7(w)x O.4(H) (不 明) 円1I<J(;

(欠失) (不 明)

1.30X 1.60x07(0版餅形の時3状は.周辺を書切欠く。

ね積みしたものである。残存 w=幅 H=高さ 0=厚さ単位 ，メ トノレ

している部位の石材を凡ると、まず、奥IIは一枚石の服石で、その上ICやや小形のものを重ねた

2段構造ではなかったかと推定される。奥壁綴石の大きさは、横1.1 5メートル、縦 0.85メ

トJレ、厚さ 0.45メートル前後の扇平桁円形の石材で、それを横位IC立て並べている。 ζの奥壁

材にもたせかけるように左、右両側壁の第一石を配凶しているが、右墜側の下部隊問ι人頭大の

円離を充腐している。奥壁第 2段の石材は、第 1段級石の天端の形状から見て、左、右下部lζ補

耳目石材を置いていたものと推定される。左側壁の椴石は 3石、右側壁の線石は 2石が残存してい

~48ー



た。1.，側墜に対して右壁は若 F大き日の石材で、恐らく、玄室部分は、左側壁が4石、右側壁が

3石をもって楠成していたものと思われる。奥壁材と同じように、概して扇平桁円形の石材で、

それを縦位置に並べていた。羨道部分は破I事が進みJ正壁部分の 2石が残存していたが、玄室部IL

使用の石材IL較べ小形で、形状も概して楕円1I<1L似た不鞍形なものである。側壁ffJ材で最大のも

のは、右壁第 2恨石で、 1. 1 0 x 0.8 0メートノレねの扇平桁円形、それに次ぐものも左側壁第 2

4艮石で、径 0.8メートノレ程の偏平円形の石材である。側壁第 2石部分IL大形石材を配設している

という 111材技術の意闘がうかがえる。 使用石材の大きさは、 ~JIJ表のとおりである。

石室の構築ILあたっては、当時の地表面を円'1平して法盤を整え、そζK奥墜、側壁恨石を備位

11:立て佐べて配置している。助i越して側壁石材の大きさは、 0.6メートノレ-0.4メートル前後の

不整桁円形で、そのーIUIがやや平士日になっているものが多し、。平坦耐を壁面とするように乱石積

みしたものであろう。恨石で開まれた床面lζは拳大から小児頭大の川原石を敷きつめ、その上11:

小礁を敷きつめ、床而としている。

石室各部の計測値は、奥壁部幅1.2メ第 2表名久田第 9号上自主体部横穴式石室計測値

ートノレ、玄室最大幅は、そのほぼ中央位

(奥壁より1.5メートルの位置)で 1.5メ

ートノレ、玄門寄りは左右両側壁恨石が取

り除かれているが、幅 1.2メートノレを推

定できる。玄宅部の主納長は、 2.4-2 

5メートノレであり、そのプランは、やや

玄門寄りに室必大幅がある胴張りプラン

のものである乙とが復元される。羨道部

¥¥¥  

会長

玄 玄室長

毒玄室幅

議 羨道幅
道
四日 羨道長

計 損.'1 値

4.5-4.6あるいは 48-4.9

主軸 2.4-2.5左壁 2.4l樹右壁 2.4悦目

奥壁 12中央位⑨墜より 1.5)1.5玄門部 12

玄門寄 12維)入口部1.2惟)

主制12.1-2.4

単位，メ トノレ

は、玄門部で、幅 0.8-o. 9メート Jレと推定され、乙の前後の幅をもって締設されたものであろ

う。羨道部の全長は 2.1-2.4メートノレを推定したL、。

以上のような数値から、本占墳の横穴式石室は.全長 4.5メートル及至 4.6メートル、あるい

は4.8メ トル及至 4.9メートノレを推定できる。その各部の計調l数値は別表のとおりとなる。乙

れらの数値を見ると、現存する奥壁部幅の数値(1. 2メートノレ)、玄室部最大幅の部位とその数

値(1. 5メートノレ)は、いずれも30cmを l尺とする場合、 4.0尺と 5.0尺の完尺11:一致しており、

また、推定値も、玄室長が8.0.尺石室全長も 15.0尺、あるいは 16.0尺のいずれに近値する。

乙のζ とから、 1. 0 尺 ~ 3 0センチメートノレとする府尺の使用が推定されないでもない。

(3) 副葬 品

本墳の副葬品のほとんとは、石室の大部分が領域した状態であることから見て、 ~IJ葬時のすべ

てではなく 、監査掘からまぬがれた一部のものと推定される。刀子、鉄鉱‘金銅製耳環等がある。

①刀子 石室内撹乱土層中より出土、切先部分が欠慣する。残存部の長さ 8.3センチ、茎子

は両関形で長 3.3センチ。残存刃部長は 5.0センチ、刃巾は|均部で 1.3センチ‘研ぎ滅りが
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ひどく、 やせている。

② 鉄副長 いずれも破片である。石室内撹1iL土府内から出土。4個体分あるが、いずれも箆被

の部分である。その 1は茎子の関IL相当する部分を中心1<:妓存する。関部両端1<:突起をもち

箆被部分の断面は短形である。他は 3点で錆着して形状は明らかでないが、 そのうちの一点

は先端部を欠J目する身部と推定される、細身両関式のものであろう。

③ 金環 玄室中央部床面の敷石聞から出土した、ほほ原位置の出土と推定される。 3個が出

土している。金銅製で、 比較的保存も良し、。大きさは、筏 2.2センチメート Jレのもの 2点、

径 1.9センチメートノレのもの、 l点がある。いずれも断面は 0.4x 0.8センチメートノレの椅

円形である。

¥てよ

ず

」

第33図 石室推定復元図
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(4) 結 語

本古績は、既述して

来たどとく、発錨時す

でに破績が進んでおり、

その一部を銭してい

るにすぎなかった。

したがって、本調査で

得られたデータは断片

的であり、推定の岐を

出ないものが多い。し

かし、主体罰巧室の銭存

している部分の構築技

法などには、本古墳の

特徴が良く残されてい

る。すなわち、石室は

玄室部長と羨道長か、

2.4メー卜ノレ= (8 Rl 

の可能性が強く、1: 1 

の比である ζ と、玄室

部が奥壁幅1.2メー卜

ノレニ (4尺)、その最大

幅部は奥壁より 1.5メ

トノレ= ( 5尺)の位

置で、幅1.5メートノレ

( 5尺)という乙と



古噴表土除去後全景

石室近景

古境発掘終了後全景
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石室あとどめの状況

墳丘下出土土器



が指摘できる。 l 尺 ~ 30センチメートルとするほ尺が使用されたことはほぼ問迎いないと考え

られる。時尺使用の時期については、その導入の時期が7世紀前半期のうちにあると考えられる

ので、それから#えて本墳の構築年代は、 7世紀前半をさかのぼり得ないものと思われる。玄室

胴張締造、玄室長と羨道長との比がという特徴をもっ他例などと比較して、 7世紀代中葉

期~後半期のものとするのが妥当と考えられる。

ζ のととは、本墳の位置する下平古墳群の形成年代iとも妥当する年代観で、名久田川流域の古

境時代終末期社会のあり方の一端を呈しているといえよう。

7 遺矯外出土土器

縄文前期諸磯式の土器が大量に出土しているが、その時期以外で造機のともなわないものも少

量ではあるが存在する。写真 (1 )左上の 5点が押型文である。楕円 2点、山形 2点、絡子目 l

点で、各住居跡捜土中から発見されている。(1 )の残りが条痕文系土器群であるが、乙のほか

にも小破片がかなりある。写真 (2)の上段は、前期の縄文系土器群で黒浜式に比定できる。下

段は中期阿玉台式のもので、破片の数としては少鼠である。いずれも乙れらの本体は東側の未発

掘区に存在するものと考えられる。

.~ 

:-;~ .. --;;! ，. 
-・- '‘a砂竺司-a，ve. 

遺憾外出土土劉21遺構外出土土撤11

V まとめ

本遺跡からは縄文時代早期から平安時代までの遺物及び遺憾群を検出した。発鋸調査が道路と

いう性格上、 itに延びる舌状台地の西端部分のみに限定されたため、Jl跡全体の状況は不明であ

るが、今回の調査で明らかになったことを中心に時代を追って若干の考察を行いたい。

1 縄文時代早期

本遺跡の最も古い時代を示す土器群は、縄文早期の押型文土器である。楕円、山形、格子目等

パラエティ KbIむが、当該期にかかる遺構等は検出されなかった。押型文がとの時期K伴うもの

かは不明である。指円の施文状*と文様構成等から、それほど古い時期lのものとは思えない。総

計で 5片しか出土しておらず詳細は不明である。今のと乙ろ本遺跡の上限を示す資料として紹介
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しておきたい。そのほか条痕系土器群も検出されているが虫的K少なく、遺備も検出されていな

い。どちらにしても台地の中心部に本体があるものと考えられる。

2 縄文時代前期

本遺跡を代去する時期の lつである。遺構だけでなく包合問からの遺物もiil的には一番多い。

はっきりした遺構は箆穴住居跡が l軒のみであ った。 17号住居跡で、不定形ながら続略直径¥0

mと比較的大きな住居跡である。

¥ 7号住居跡の遺物の出土状態をみると、住居跡中心部は床面まで造物が密集して出土するの

に対し、墜商IL近付くと覆土上部K限定されており、床面近くはほとんど出土しない。廃棄され

た住居跡IL周辺から土保を役げζんだものであり、いわゆる吹上パヂ ンを示すものとして認識

される。特IL北東側と南側から股げ込まれたものと理解される。

U:l上遺物は 5類lζ分野lできる。第 lla'iは、器而全体¥1:付線文を施したもので、内湾したキャリ

バ 型の深鉢を基本とし、器商全体に地文として斜縄文を施す。口縁部文椋ft?と胴部文機帯IL分

けられるが、口縁部からキャリパ一部分にかけて付線文で複雑な文織を作り出し、胴部は、 ¥-

3本の平行する直線の付線文を、等間隔に巡らしている。特に 17柱Nn¥の土器は体iC.i6 0 cm、

口縁部径 50 cmと大型である。そのほか口縁部をくの字lζ屈曲し大きな波状口縁とし、付線文で

複雑な文様を作る深鉢などがある。第2Ulは、平行沈線文を施した上器で、基本的ILは第 1類の

付線文土器群の文様を沈線¥1:飽き換えた形となっている。探形は同じくキャリパ状の深鉢を主

体とするが全体IL小型となっている。第 3煩は、爪型文を連続的¥1:施したものであり、第 4額は、

縄文を施したものである。両者とも量的ILは少ないが、第 4頬の縄文を施す土器には大型のもの

が多い。第 5Ulは浅鉢型土器である。口縁IL沿って貫通孔をもつもので、写真では2個体を図示

した。両者とも無文で口縁下1Ll!通孔をもち、丹が施されている。そのほかにも同形態を示す土

おが出土しているが、文様IL竹むを使って木の葉文や、木の葉状入り組文なとの孤で阻まれた文

械を展闘している。

住居跡から出土する土器群は諸磯A式から B式にかけてのものであるが、床面から出土する土

器は諸磯B式である。従って本住居跡は同時期のものと身えられる。また¥5 A号住居跡は出土

遺物が少ないため時期の確定が難Lいが、状況から弔一えて¥7号と同時期のものではないかと考

えられる。

中之条町の縄文時代はかなりの密度を誇っている。各期にわたる遺跡が存在するが、本遺跡の

立地する名久田川流域ILおいてもいくつかの遺跡が知られている。諸磯式の住居跡は比較的大型

のものが多いことで知られているが、昭如 60年IL本遺跡の上流 2kmで、縄文時代から平安時代

にかけての彼合遺跡である宿主'1遺跡群が発鋸調査された。そのうちの五十嵐遺跡で純文前期比か

かる各種の遺構を検出しており、その中¥1:諸磯期の住居跡がある。形態は 15 A号住居跡と閉じ

く卵型を呈しており、 9.4 0 m x 8. 4 7 mをはかる。規偵及び時期的にも同一であり、名久田川

流域の当該期lの機相をJEえる上で両遺跡の存在は重要といえよう。
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3 縄文中期

制文中期は 2軒の検出があった。 15 B号住居跡は、埋裂をもっ加曽利 E1式の時期lである。

1 6号住居跡は同じく加白利E式期のもので、出土遺物からみると 15 A号問機比較的古い線相

を示しているが、若干新しい時期に比定できる。全体的に ζの時期は不明の状態であり、台地の

中央部11:集部の本体が存在するものと考えられる。

4 古墳 時代~平安時代

占有百時代は、住居跡 7軒と古墳 l基、また平安時代は住居跡2軒が検出された。古漬は、本地

竣IL展開される平古噴群の 9号古噴として認識されていた古噴である。考察ILついては本文中IL

詳しいのでζζ では省く 。集aは、堀立柱建物遣栴とともIL本遺跡の中心を成す時期のひとつで

あるが、特IL出土遺物の中で注目されるのが9号住居跡である。古墳時代鬼高式K比定できるが、

土器と共IL出土した鉄製品を見ると、鉄製紡垂車や鉄鉱等と混じって413金具が出土している。帯

先金具、蛇尾、巡方、丸納土手がありセットとして出土したことは、 ζの竪穴住居跡の性格を知

る上で重要なものといえる。権力の象徴として認識できる遺物の出土を考えると、一般の住居跡

とはもちろんの乙と、本遺跡の位凶付けが問題になってζょう。当地方IL展開する古漬群は 7世

紀を中心とするものであるが、それ以前IL既11:当地域を統括する条件が備えられていたと考える

ことができるのである。

5 結語

吾妻川IL流入する小河川は数多い。同時11:その小河川によって形成された遺跡もまた数多い。

下平遺跡がのる台地の北裾下を流れる名久田川もその lつである。

名久田川は子持山の北館11:源を持ち、高山村を償断して中之条町の大縁地区IL流れ込んでいる。

その|湖、付近の山から流れ出る小河川を数多く吸収している。それは同時lζ県指定史跡である中

山敷石住居跡を代表とする遺跡群を数多く形成していることにもなる。

中之条町の大塚地区から平地区にかけては、宿主IJ遺跡群をはじめとして本報告幣の下平遺跡や

平占墳群などを形成する。前項で述べたように本遺跡は縄文時代から占明時代まで途切れる事な

く続いていることが判明した。乙のことは、単11:山国で居住空間が限られるという制約だけでな

く、高山村を経て沼田市K、同時に大道峠を経て新治村IL至ることのできる地理的な嬰地である

乙と、及び古墳群を代表するように、平地区が本地岐を代表する重要な土地であったとととも無

縁ではないであろう。その乙とは特1L9号住居跡から出土した帯全呉がセァトとして山 tすると

いう事実からも言えよう。

今回の発掘は、下平遺跡のほんの一部を調査したに過吉ず、その本体は台地の東側11:展開して

いるものと思われる。しかし、今回の調査で明らかにな った事実は各時代にわたり重要なものが多

い。平地区の周辺もこれからほ場整備等が計画されており、今後も発協調査が実施されていく ζ

とになっている。その結果、更に本地境の考古学的な解明がされていくことを蹴って結びにかえ

たし、。
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下平遺跡発制調査の組織は F記の通りである。
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